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紀
海
青
の

「場
L

と
趣
向

康

一口問

之

田

は
じ
め
に

時
代
物
浄
瑠
璃
の
趣
向
に
関
し
て
一
言
え
ば
、

一
つ
の
方
法
と
し
て
「
段
」
と
の
関
部
か
ら
考
察
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
時
代
物
五
段
の

全
段
に
亙
っ
て
考
察
し
た
業
績
の
一
つ
に
近
石
泰
秋
著
『
操
浄
瑠
璃
の
研
究
』
(
昭
和
三
六
年
三
月
・
風
間
帯
一
官
房
)
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
そ

の
中
で
は
、
各
段
の
性
質
・
麟
構
造
、
及
び
繰
り
返
し
仕
組
ま
れ
る
趣
向
等
に
関
す
る
考
察
が
あ
る
。
例
え
ば
一
一
一
段
目
の
趣
向
の
慨
を
挙

げ
れ
ば
、
「
中
心
的
趣
向
L

と
し
て
「
死
、
身
代
り
、
切
腹
、
殺
し
」
を
指
摘
し
、
「
従
属
的
小
趣
向
」
と
し
て
「
使
者
、
子
役
、
継
母
、

ゃ
っ
し
、
対
面
、
別
れ
、
縁
切
り
、
身
売
り
、
改
心
、
発
心
、
詮
議
、
手
負
ひ
、
物
語
、
ほ
ど
き
」
を
挙
げ
る
。
ま
た
「
中
心
的
趣
向
L

、

「
従
属
的
小
趣
向
L

の
両
者
い
ず
れ
に
も
用
い
ら
れ
る
趣
向
と
し
て
「
心
底
、
板
ば
さ
み
L

に
つ
い
て
の
考
察
に
及
ぶ
。
多
数
の
浄
瑠
璃
作

品
に
臼
を
配
り
つ
つ
、
当
時
の
芸
論
に
も
配
慮
し
た
そ
れ
ら
論
考
は
十
分
に
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
趣
向
に
つ
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紀
海
立
院
の
「
場
」
と
趣
向

い
て
の
考
察
は
、
総
論
と
し
て
の
傾
向
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
り
、
劇
構
造
上
の
「
段
L

の
性
質
以
外
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
更
に
検
討

将
ー

す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
関
連
さ
せ
て
究
明
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
「
場
」
と

注
2

「
趣
向
」
と
い
う
関
係
か
ら
考
察
し
よ
う
と
思
う
。

さ
て
、
趣
向
が
そ
の
内
容
に
よ
り
「
場
」
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
に
於
い
て
は
当
然
と
も
言
え
る
。
例
え
ば
歴
史
的
事
実

ル托

3

や
伝
承
に
よ
り
つ
場
し
が
決
定
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
海
音
作
『
曽
我
姿
冨
士
』
(
正
徳
五
年
秋
以
前
)
四
段
自
切
で
は
、
虎
と
少
将
が
二

人
同
時
に
夢
を
見
る
。
そ
の
夢
は
曽
我
兄
弟
が
工
藤
祐
経
を

の
巻
狩
」

で
討
つ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
「
場
」
と
趣
向

が
対
に
な
っ
て
仕
組
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
も
う
少
し
別
の
関
係
を
問
題
に
し
た
い
と
思
う
。
但
し
そ
の
場
合
、
「
趣
向
」
が

が
決
定
さ
れ
る
と

82 

そ
の
上
で
「
場
L

が
選
択
さ
れ
る
と
考
え
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
逆
に
「
場
L

の
決
定
が
先
行
し
、

注
i

向
L

が
仕
組
ま
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
と
も
絡
み
合
う
。
通
常
、
「
趣
向
」
が
先
に
決
定
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て

先
に
決
定
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
「
趣

考
え
る
の
が
妥
当
と
は
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
「
場
L

と
「
趣
向
L

が
本
来
緊
密
な
関
係
を
持
た
な
い
場
合
で
も
、
特
定
の
「
場
」
で
は
そ

れ
に
対
応
す
る
特
定
の
「
趣
向
」
が
仕
組
ま
れ
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
ど
ち
ら
が
先
行
す
る
の
か
と
い

う
問
問
題
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
以
下
、
「
場
」
と
「
趣
向
」
と
の
関
係
に
問
題
を
絞
り
、

具
体
例
を
出
来
る
だ
け
指
摘
す
る
と
い
う
方
法
に

よ
っ
て
考
察
を
進
め
て
み
た
い
。

海
音
の

「場」

最
初
に
、
海
音
の
時
代
物
浄
瑠
璃
の
「
場
L

が
ど
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
か
、

そ
の
器
類
の
概
略
を
見
て
お
き
た
い
。



注
自

「
屋
外
L

の
場
に
は
、
-
街
道
・
道
中
(
街
道
筋
、
山
科
の
阜
、
有
馬
、
山
科
、
夜
道
、
宿
は
ず
れ
等
)
・
森
(
信
回
)
・
山
・
山
麓
(
山

中
、
山
館
、
不
忘
山
、
生
駒
山
、
鞍
馬
山
、
鎌
倉
山
、
逢
坂
山
、
事
束
師
出
、
小
塩
山
、
別
雷
山
麓
、
比
叡
山
麓
)
・
黒
公
子
治
の
皇
、

味
関
野
の
里
、
十
符
の
里
)
.
海
上
(
沖
合
)
.
掛
中
(
松
浦
川
船
中
)
・
浜
(
由
比
が
浜
、
浜
辺
)
・
川
・
河
原
・
地
(
宇
治
川
、
生

田
川
、
武
庫
川
、
広
沢
池
)
・
橋
ご
条
一
民
り
橋
、
瀬
田
の
長
構
、
扇
の
橋
、
佐
野
舟
橋
)
・
関
(
伊
勢
路
新
関
、
丹
波
口
関
所
)
・
刑

場
・
陣
(
武
蔵
野
頼
義
の
陣
、
逆
柴
陣
所
、
悪
路
王
陣
地
、
硯
が
陪
)
.
そ
の
地
の
屋
外
(
小
松
引
き
、
紅
葉
狩
り
、
松
原
、
松
林
、
竹

林
、
並
木
、
あ
だ
し
野
、
粟
津
が
原
、
武
蔵
野
、
江
ノ
島
、
青
野
が
原
、
醒
ケ
井
、
こ
ま
沢
堤
、
杉
井
村
田
層
、
芭
蕉
が
原
、
芭
蕉
ケ
辻
、

福
原
、
椋
の
木
の
あ
る
所
等
)

と
な
る
。

「
屋
内
」
で
は
、
・
屋
敷
(
僻
殿
、
浪
人
宅
、
.
隠
れ
家
、
出
家
、
化
粧
殿
、
記
録
所
、
山
荘
、
露
、
玄
関
先
、
坂
屋
、
廃
屋
、
茶
室
、
将

軍
館
、
寝
所
、
本
陣
宿
等
)
・
域
(
稲
村
が
城
、
信
虎
窟
城
、
洲
沢
城
、
多
多
良
潟
城
、
和
泉
が
城
、
貞
任
城
、
了
俊
城
、
丹
後
田
辺
城
、

貞
広
域
、
室
町
城
、
域
内
等
)
・
御
所
・
内
裏
・
宮
殿
(
鎌
倉
御
所
、
御
所
内
前
、
鎌
倉
鋼
所
雪
見
の
亭
、
東
三
条
仮
御
所
、
山
科
制
御
所

常
夏
住
居
、
制
御
所
能
舞
台
、
紫
寝
殿
、
仮
御
所
)
.
神
社
・
寺
院
(
鶴
岡
社
、
丹
後
国
分
寺
、
鶴
ケ
向
八
橋
宮
、
一
二
十
三
間
堂
、
二
尊
院
、

金
吉
社
、
貴
船
社
、
一
一
一
輪
の
社
、
陸
奥
社
、
藤
沢
寺
、
花
山
寺
、
飛
鳥
社
、
七
の
社
、
吉
野
神
宮
、
河
津
廟
所
)
・
庵
室
(
高
内
山
王
子

草
庵
、
新
善
光
寺
庵
室
、
小
倉
山
草
山
崎
、
室
積
山
里
の
題
、
義
尋
庵
室
、
三
輪
の
山
里
庵
室
等
)
・
廓
(
伏
見
、
木
辻
吉
田
屋
、
三
島
宿
、

室
、
さ
が
み
展
、
子
越
里
う
っ
せ
み
犀
)
・
小
屋
(
非
人
小
屋
、
浜
小
屋
、
牢
小
屋
)
・
堂
(
辻
堂
、
薬
師
堂
)
・
屈
・
茶
府
・
湯
屋
等

が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
参
考
ま
で
に
国
外
の
「
場
」
を
示
せ
ば
、
新
羅
国
、
琉
球
国
宮
廷
尊
頭
、
呉
王
宮
殿
、
姑
蘇
台
宮
殿
、
玄
宗
宮

殿
、
萄
の
離
宮
、
唐
土
近
く
の
島
、
西
湖
畔
の
姑
蘇
台
、
越
の
国
境
湖
畔
、
呉
の
東
門
、
会
稽
山
間
一
(
王
の
陣
、
安
禄
山
の
城
、
呉
の
城
、

長
安
の
神
社
等
と
い
う
「
場
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
婆
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紀
海
立
日
の
「
場
」
と
趣
向

と
こ
ろ
で
、
大
序
及
び
三
段
目
切
の
「
場
」
に
つ
い
て
は
前
掲
書
『
操
浄
瑠
璃
の
研
究
』
に
「
大
序
の
特
質
の
第
二
は
、

そ
の
舞
台
が

ほ
と
ん
ど
内
裏
・
鎌
倉
御
所
・
堀
川
御
所
・
室
町
御
所
な
ど
の
、
持
軍
家
武
将
の
舘
あ
る
ひ
は
神
社
仏
閣
の
御
前
に
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
で

あ
る
。

つ
ま
り
多
く
の
場
合
そ
の
時
代
に
お
け
る
最
も
尊
い
厳
か
な
場
所
が
選
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
地
の
段
の
端
場
や
三
段
目
切
の
秋
山
歎

場
に
よ
く
選
ば
れ
る
普
通
の
民
家
や
武
家
屋
敷
な
ど
の
卑
近
な
場
所
が
大
序
の
舞
台
と
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
例
外
と
し
て
は
む

し
ろ
山
の
中
・
川
の
ほ
と
り
な
ど
の
慮
外
が
選
ば
れ
る
こ
と
の
方
が
多
い
で
あ
ら
う
。
屋
外
の
方
が
か
へ
っ
て
大
序
の
気
分
を
傷
け
な
い

か
ら
で
あ
る
O

L

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

海
音
の
場
合
も
、
大
序
で
は
「
鎌
倉
御
所
の
段
」
(
『
鎌
倉
毘
将
軍
』
)
、
「
内
裏
の
段
」
(
『
愛
護
若
鳩
箱
b
)

、
「
将
軍
館
の
段
」
(
「
傾
城
無

関
鐘
』
)
等
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
城
、
御
所
、
内
裏
、
神
社
、
寺
院
等
の
「
場
L

は
非
常
に
多
い
。
ま
た
一
ニ
段
目
切
で
は
、
「
浅
井
主
水

84 

浪
宅
の
段
L

(

『
鎌
倉
尼
将
軍
』
)
、
「
伊
吹
山
木
斎
住
家
の
段
」
(
『
花
山
院
都
巽
』
)
、
「
半
蔵
浪
宅
の
段
」
(
『
頼
光
新
跡
目
論
』
)
等
が
設
定
さ

れ
て
お
り
、
例
外
は
存
す
る
も
の
の
、
海
音
の
場
合
で
も
言
わ
ば
常
套
的
な
「
場
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、

そ
れ
以
外
で
も
実
に
多
掠
な
「
場
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
勿
論
、

そ
れ
ら
全
て
の
「
場
L

に
趣
向
と
の
関
係

が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
中
の
「
廓
L

、
「
庵
室
L

、
「
街
道
」
等
の
「
場
」
に
関
し
て
は
特
定
の
種
類
の
趣

向
が
共
通
し
て
利
用
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
を
指
描
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
よ
り
「
場
」
と
趣
向
の
関
係
を
具
体
的
に
指
摘
す
る

こ
と
に
よ
り
、
海
音
の
特
徴
の
一
つ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。
最
初
に
「
廓
L

の
場
を
見
て
み
た
い
。



「
蘇
」

の
場
と
趣
向

「廓
L

の
場
は
、
『
鬼
鹿
毛
無
佐
志
鐙
』
四
段
目
、
『
一
一
一
井
寺
開
帳
』
中
之
巻
中
・
切
、
『
曽
我
姿
富
士
』
四
段
目
中
、
『
甲
陽
軍
鑑
今
様
姿
』

一
段
目
切
、
可
傾
城
国
性
爺
b

二
段
目
口
、
『
日
本
傾
城
始
』
四
段
目
中
、
『
三
輪
丹
前
能
』
一
ニ
段
目
切
、
「
坂
上
田
村
麿
』
一
一
一
段
目
切
の
都

合
八
作
品
、
九
簡
所
で
設
定
さ
れ
て
い
る
。

一
段
目
か
ら
四
段
目
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
仕
組
ま
れ
て
お
り
(
一
一
一
巻
構
成
の
『
一
ニ
井
寺
開
帳
』

中
之
巻
の
例
を
除
く
て
「
廓
」
の
場
が
特
定
の
段
と
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
但
し
、

五
段
目
に
は
仕
組
ま
れ
て
お
ら

ず、

一
円
聞
を
終
結
さ
せ
る
「
場
」
に
は
相
応
し
い
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
時
代
物
浄
瑠
璃
の
山
場
と
考
え
ら
れ
る
一
一
一
段
目

切
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
浄
瑠
璃
の
「
場
」
の
中
で
も
「
軽
い
」
も
の
と
ば
か
り
は
一
一
一
一
口
え
な
い
。

さ
て
、
『
鬼
鹿
毛
無
佐
士
山
鐙
』
(
宝
永
七
年
〈
推
定
〉
)
四
段
目
で
は
、
伏
見
撞
木
町
に
放
蕩
三
昧
の
日
々
を
送
る
大
岸
宮
内
が
、
子
息
力

-85 

之
介
と
力
之
介
に
恋
す
る
一
文
字
屋
遊
女
揚
巻
と
の
取
り
持
ち
そ
引
き
受
け
る
。
そ
の
夜
、
一
一
人
き
り
と
な
っ
た
所
で
揚
巻
は
力
之
介
に

力
之
介
の
母
か
ら
預
か
っ
た
っ
文
(
手
紙
)

L

を
渡
す
。
母
の
手
紙
は
力
之
介
か
ら
の
便
り
が
な
い
事
を
切
な
く
嘆
き
訴
え
た
も
の
で
あ
っ

た
。
予
紙
を
読
ん
だ
力
之
介
は
、
揚
巻
に
母
へ
の
伝
一
言
を
頼
み
つ
つ
母
の
過
分
の
想
い
に
一
棋
を
流
し
、
覚
え
ず
知
ら
ず
揚
巻
、
宇
佐
抱
き
し
め

て
二
人
は
結
ぼ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
聞
の

部
始
終
を
父
宮
内
は

ち
間
関
き
L

し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
宮
内
は
揚
巻

を
力
之
介
に
添
わ
せ
た
い

に
申
し
出
て
「
身
請
け
」
す
る
。
宮
内
、
力
之
介
、
揚
巻
が
廓
か
ら
出
て
一
一
一
人
連
れ
と
な
っ
た
所
、
宮

内
は
突
然
揚
巻
を
刺
す
。
揚
巻
の
恨
み
言
に
宮
内
は
力
之
介
に
忠
を
励
ま
す
為
と
論
す
と
、
揚
巻
は
納
得
し
て
死
ぬ
の
で
あ
っ
た
。

注
7

そ
し
て
「
殺
害
」
と
い
う
生
死
に
関
わ
る
趣
向
が
指
摘
で

こ
の
四
段
目
で
の
「
廓
L

の
場
に
は
、
「
文
」
、
「
立
ち
聞
き
L

、
「
身
請
け
L

、

北
大
文
学
研
究
科
紀
婆



紀
海
立
日
の
「
場
L

と
趣
向

き
る
。
「
蔀
L

の
場
と
な
れ
ば
、
身
請
け
の
趣
向
は
相
応
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
他
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
な
る
ほ
ど
、
「
手
紙
」

も
相
応
し
い
趣
向
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
「
恋
文
L

と
は
全
く
異
な
る
「
母
」
か
ら

へ
の
も
の
で
あ
る
。

そ
う
考
え
れ
ば
、
「
立
ち
聞
き
L

や
「
殺
害
L

と
同
様
に
、

た
ま
た
ま
こ
こ
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
趣
向
と
理
解
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

と

こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
趣
向
は
「
鬼
鹿
毛
無
佐
志
鐙
』
に
限
ら
ず
、

そ
の
他
の
作
品
の
「
廓
」

の
場
に
も
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
指
摘
で
き
る
。

そ
こ
で
、
次
の
例
を
見
て
み
た
い
。

『
三
井
寺
開
帳
b

(

正
時
間
二
年
四
月
二
十
二
日
以
前
)
中
之
巻
は
、
中
が
木
辻
吉
田
屋
内
口
、
切
が
問
吉
田
庭
内
の
段
と
な
る
。
こ
こ
で

は
両
設
を
合
わ
せ
て
「
廓
」
の
場
と
捉
え
た
い
。
さ
て
、
吉
田
屋
内
口
で
は
、
悪
人
の
企
み
に
よ
り
城
を
落
ち
た
国
の
主
頼
母
介
が
、
紙

衣
姿
で
吉
田
屋
の
門
口
を
う
ろ
つ
い
て
い
る
。
馴
染
み
の
茂
八
パ
と
出
会
い
話
し
を
す
る
所
、
格
子
の
際
聞
か
ら
み
舟
に
呼
ば
れ
、
頼
母
人
パ
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の
愛
人
薄
雲
か
ら
の
「
文
(
手
紙
)

L

を
受
け
取
る
。

み
舟
は
「
先
程
よ
り
か
う
し
の
す
き
、
ち
ょ
っ
と
お
す
が
た
み
覚
へ
て
う
す
ぐ
も
さ
ま

の
文
な
げ
ま
し
た
」
と
頼
母
八
パ
に

舞
台
で
の
人
形
の
動
き
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
先
程
よ
り
L

と
あ
る
か
ら
に
は
、
頼
母
介
と
茂
介

と
の
会
話
を
「
立
ち
聞
き
L

す
る
演
出
が
あ
っ
た
も
の
と
想
定
さ
せ
る
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
こ
こ
で
も

ち
聞
き
」
と
「
文
L

の
趣
向

が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
み
舟
は
薄
一
一
去
の
「
身
請
け
し
に
関
す
る
情
報
を
頼
母
介
に
伝
え
る
。

切
で
こ
の
「
文
し
は
、
「
う
す
ぐ
も
ふ
み
の
段
L

と
し
て
景
事
で
語
ら
れ
る
。
文
の
内
容
は
頼
母
八
八
に
薄
暗
一
宮
自
ら
を
思
い
切
れ
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
頼
母
介
は
薄
雲
の
本
心
を
知
り
、

な
か
な
か
思
い
切
れ
な
い
で
い
る
。
そ
こ
に
薄
雲
の
父
、
ぢ
ぶ
太
夫
が
ι

身
請
け

一
百
一
向
を
持
参
す
る
。
続
い
て
執
権
は
た
の
小
文
治
も
登
場
し
、
妹
初
菊
が
居
合
わ
せ
て
い
な
い
事
を
不
審
が
る
。
、
ぢ
ぶ
太
夫
は
、
三

百
両
が
初
菊
を
殺
し
て
奪
っ
た
金
と
告
白
し
腹
を
切
ろ
う
と
す
る
。
小
文
治
は
忠
義
故
の
殺
人
で
あ
る
と
し
、
ぢ
ぶ
太
夫
の

t;. 
ど了

止
め
る
。
こ
こ
で
は
、
ぢ
ぶ
太
夫
は
自
申
告
を
止
め
ら
れ
た
為
に
死
に
歪
つ
て
は
い
な
い
が
、

や
は
り
生
死
の
問
題
に
関
わ
っ
て
い
る
と
判



断
さ
れ
る
。

も
う
一
つ
コ
ニ
輪
丹
前
能
』
(
享
銀
六
年
正
月
二
十
日
)
三
段
日
切
の
例
を
挙
げ
て
み
た
い
。
摂
津
間
武
庫
郡
の
受
領
職
篤
古
の
娘
若
草

姫
と
家
老
曽
根
松
大
学
の
娘
雲
井
は
傾
城
に
身
を
売
ら
れ
、
藻
念
、
高
橋
と
名
を
変
え
て
廓
勤
め
を
し
て
い
る
。
そ
こ
に
雲
井
の
元
大
木

之
介
が
訪
ね
る
。
大
木
之
介
は
二
人
が
廓
を
抜
け
る
思
案
を
尋
ね
る
と
、
雲
井
も
話
し
が
あ
る

しミ

一
旦
兄
を
橘
屋
に
同
道
し
、
小

鹿
敷
へ
隠
す
こ
と
に
し
て
揚
窟
へ
入
る
。
雲
井
は
大
尽
客
の
許
で
身
の
上
話
し
を
し
て
泣
き
出
す
と
、
大
木
之
介
は
次
の
間
で
様
子
を
「
立

ち
開
き
」
し
、

か
ど
わ
か
し
た
悪
人
を
憎
む
。
大
尽
客
は
雲
井
の
話
を
開
い
た
後
、

に
雲
井
の
「
身
請
け
L

を
依
頼
し
、
皆
々
退
出

す
る
。
残
っ
た
雲
井
は
若
草
姫
に
打
ち
掛
け
を
着
せ
る
所
、
大
尽
客
が
現
れ
着
物
の
紋
に
不
審
を
抱
い
て
雲
井
を
問
い
詰
め
る
。
要
領
を

得
な
い
返
答
に
大
尽
客
が
怒
り
、
雲
井
を
打
ち
叩
く
。
そ
こ
に
堪
ら
ず
大
木
之
介
が
現
れ
、
大
尽
客
と
争
い
に
及
び
そ
う
に
な
る
。
し
か

し

一
人
は
実
気
に
一
戻
り
仲
直
り
と
な
り
、

互
い
の
正
体
を
明
ら
か
に
す
る
。
大
尽
答
は
河
内
国
鐘
埴
滝
五
郎
で
あ
り
、
所
縁
の
者
で
あ
っ
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た
。
滝
五
郎
は
若
草
姫
と
雲
井
の
「
身
請
け
」
を
済
ま
せ
た
註
文
(
「
文
(
書
き
物
)
」
)
を
披
露
し
、
皆
で
喜
ぶ
。
そ
こ
に
姫
、
雲
井
を
か

ど
わ
か
し
た
四
六
兵
衛
と
だ
ら
介
が
現
れ
、
姫
と
雲
井
を
誘
拐
し
よ
う
と
す
る
。
大
木
之
介
ら
は
取
っ
て
伏
せ
、
頼
ん
だ
者
の
名
を
間
い

札
し
、
黒
幕
が
家
者
曽
根
松
大
学
と
知
る
。
四
六
兵
衛
ら
を
斬
っ
た
大
木
之
介
ら
は
こ
階
に
向
か
い
大
学
を
呼
び
立
て
る
と
、
突
然
大
学

は

し
本
心
を
語
り
出
す
。
大
学
は
こ
れ
ま
で
の
悪
事
を
詫
び
、
後
の
事
を
頼
ん
で
巣
て
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
切
で
は
、
大
木
之
介
が
次
の
間
で
雲
井
の
身
の
上
話
し
を
「
立
ち
聞
き
」
す
る
趣
向
が
仕
組
ま
れ
て
お
り
、
更
に
は
大
尽
客
に
よ

校
8

へ
と
展
開
す
る
。
ま
た
、
四
六
兵
籍
と
だ
ら
介
を
「
殺
害
L

す
る
事
件
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
二
人
の
殺
害
は
非

の
「
身
請
け
し

常
に
軽
く
扱
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
次
の
大
学
の
「
自
害
」
が
大
き
な
趣
向
と
し
て
展
開
し
て
お
り
、
重
要
な
見
せ
場
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
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紀
海
衰
の
「
場
L

と
趣
向

さ
て
、
以
上
指
摘
し
た
趣
向
は
、
必
ず
全
て
が
「
部
L

の
場
に
仕
組
ま
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
が
適
宜
選
択
さ
れ
利
用

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
文
L

の
趣
向
は
、
他
の
作
品
で
は
『
曽
我
姿
富
士
』
間
口
段
百
中
や
、
「
甲
陽
箪
鑑
今
様
姿
』

一
段
目
切
に
も
利

用
さ
れ
る
。
「
身
請
け
」
は
『
甲
陽
箪
鑑
今
様
姿
』

一
段
目
切
を
除
き
、

て
の
作
品
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
元
々
「
廓
」
に
お
け

る
基
本
的
な
趣
向
と
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
廓
L

の
場
で
最
も
劇
的
に
利
用
し
や
す
い
趣
向
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
廓
」

と
は
あ
ま
り
相
応
し
く
な
い
と
忠
わ
れ
る
よ
う
な
生
死
に
関
わ
る
つ
殺
害
・

な
ど
の
よ
う
な
趣
向
も
常
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
っ
廓
」
の
場
全
て
に
共
通
し
て
仕
組
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
近
松
門
左
衛
門
は
海
音
に
先
行
し
て
既
に
時
代
物
に
「
廓
L

の
場
を
設
定
し
て
い
た
。
そ
れ
は
『
三
世
相
』
一
二
段
目
口
・

中
、
『
大
磯
虎
稚
物
語
』

一
段
日
中
、
『
吉
野
忠
信
』

一
段
日
中
、
『
曲
目
我
七
伊
呂
波
』

二
段
目
切
・
一
ニ
段
目
切
、
「
日
本
西
王
母
』
四
段
目
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口
、
『
曽
我
五
人
兄
弟
』
三
段
目
中
・
五
段
呂
切
、
「
団
扇
曽
我
』

一
段
目
切
、
『
け
い
せ
い
反
魂
香
』
中
之
巻
口
・
中
、
「
傾
城
吉
陪
染
』

中
之
巻
口
、
「
曽
我
一
息
八
景
』
中
之
巻
口
、
『
曽
我
虎
が
窟
』
上
之
巻
切
、
『
賀
古
教
信
七
墓
廻
ヒ
ニ
段
目
口
、
子
中
朝
一
ニ
国
志
』
四
段
目
切
、

注
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『
傾
城
島
原
蛙
合
戦
』
二
段
目
切
の
十
四
作
品
、
十
八
笛
所
に
仕
組
ま
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
海
音
の
場
合
で
指
摘

し
た
「
文
L

、
「
立
ち
聞
き
L

、
「
身
請
け
」
、
「
殺
害

と
い
う
趣
向
が
複
数
で
仕
組
ま
れ
る
も
の
が
な
い
。

こ
と
は
「
廓
」

の
場
の
こ
れ
ら
の
趣
向
は
、
海
音
の
特
徴
的
な
仕
組
み
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
但
し
、
世
話
物
を
視
野
に
入
れ
れ
ば
、

近
松
に
も
そ
れ
ら
の
趣
向
が
幾
つ
も
揃
う
作
品
が
指
摘
で
き
る
。

一
例
と
し
て
『
心
中
天
の
網
島
』
(
享
保
五
年
十
二
月
六
日
)
上
之
巻
切

を
挙
げ
る
の
が
最
も
適
切
で
あ
ろ
う
。
河
庄
に
て
、
侍
客
実
は
冶
兵
衛
兄
粉
屋
孫
右
衛
門
と
小
春
と
の
会
話
を
冶
兵
衛
が

し
、
小
春
の
不
実
を
慎
み
抜
き
身
の
万
を
小
春
目
掛
け
て
格
子
の
狭
間
か
ら
突
き
掛
か
る
。
こ
こ
で
は
「
殺
害
L

が
未
遂
に
終
わ
る
も
の

ち
開
き
」

の
、
行
為
そ
の
も
の
は
「
殺
害
し
の
趣
向
と
変
わ
り
が
な
い
。
更
に
は
起
請
の
交
換
時
の
、
治
兵
衛
妻
お
さ
ん
か
ら
の
「
文
(
手
紙
)
」
の



発
覚
と
い
う
展
開
と
な
る
。
ま
た
、
起
請
そ
の
も
の
が
「
書
き
物
L

の
一
っ
と
も
判
断
で
き
る
。
海
音
が
時
代
物
で
利
用
し
た
趣
向
を
、

近
松
は
世
話
物
の
中
で
展
開
し
た
こ
と
は
、
両
者
の
「
瀧
L

の
場
に
対
す
る
姿
勢
の
相
違
を
間
明
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
相
違
の
原

国
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

以
上
、
海
音
の
つ
廓
」
の
場
で
共
通
す
る
趣
向
が
繰
り
返
し
仕
組
ま
れ
て
い
る
事
を
明
ら
か
に
し
た
。
表
に
し
て
示
せ
ば
次
の
様
に
な

ろ
〉
つ
。
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こ
の
様
に
見
る
と
、
「
段
」
と
趣
向
の
関
係
以
外
に
も
、
「
場
」
と
趣
向
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
「
廓
L

以
外
で
は
ど
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
次
に
「
庵
室
」

の
場
を
取
り
上
げ
、

そ
こ
に
仕
組
ま
れ
る
趣
向
を
検
討
し
て
み
た
い
。

北
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紀
海
音
の
「
場
L

と
趣
向

「
産
室
」

の
場
と
趣
向

「
庵
室
L

の
場
は
『
小
野
小
町
都
年
五
』

一
段
目
中
、
『
甲
陽
寮
鑑
今
様
姿
』
四
段
目
跡
、
『
新
百
人
一

四
段
目
口
・
切
、
ぷ
校
生
石
』

『
東
山
殿
室
町
合
戦
』
一
段
目
切
の
九
作
品
、
ふ
i

箇
所
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

一
段
目
跡
、
『
義
経
新
高
舘
』
二
段
目
口
、
『
日
本
傾
城
始
』
四
段
目
切
、
コ
ニ
輪
丹
前
能
』
四
段
日
中
、
『
八
幡
太
郎
東
初
梅
』
四
段
日
中
、

二
段
目
が
一
箇
所
、
四
段
自
が
ふ
ハ
箇
所

一
段
目
が
三
箆
所
、

と
な
る
。
「
甲
陽
軍
鍛
今
様
姿
』
(
正
徳
五
年
秋
以
前
)

四
段
自
跡
で
は
、
武
田
大
鰐
大
夫
晴
信
が
信
玄
居
士
と
法
名
し
て
庵
室
に
住
む
所
、
山
本
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勘
人
パ
を
筆
頭
に
家
臣
た
ち
が
集
ま
り
信
玄
に
帰
城
す
る
よ
う
様
々
に
「
説
得
」
す
る
。
家
臣
た
ち
は
説
得
が
叶
わ
な
い
場
合
に
備
え
て
の

す
る
と
い
う
趣
向
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
趣
向
は

能
』
四
段
自
中
に
も
同
様
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
可
一
一
…
輪
丹
前
能
』
の
場
合
、
河
内
領
主
弓
削
判
官
香
川
童
ー
の
次
男
左
京
之
進
霊
行
は
、
摂
津

死
装
束
の
出
で
立
ち
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
こ
こ
で
は
命
懸
け
で

輪
丹
前

国
武
庫
郡
受
領
職
千
町
田
左
俸
門
富
古
の
娘
か
ほ
る
姫
と
の
養
子
縁
組
の
契
約
を
結
ん
で
い
た
が
、
左
京
之
進
は
元
来
出
家
願
望
の
強
い

人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

一
段
目
切
で
か
ほ
る
姫
は
自
害
、

二
段
目
切
で
左
京
之
進
は
出
家
し
、
後
に
玄
賓
僧
都
と

名
乗
る
。
四
段
自
中
と
な
り
、

か
ほ
る
の
義
妹
若
草
姫
は
大
木
之
介
、
雲
井
の
兄
妹
を
供
に
左
京
之
進
の
行
方
を
尋
ね
わ
び
、
ふ
と
庵
室

を
訪
れ
た
所
、
泊
四
然
に
も
左
京
之
進
と
謹
話
す
る
。
大
木
之
介
は
左
京
之
進
に
千
町
田
の
家
に
一
民
り
家
督
相
続
す
る
よ
う
に
「
説
得
」
す

る
も
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
。
こ
の
時
、
大
木
之
介
は
「
う
ゑ
じ
に
す
る
述
も
。
制
御
供
申
同
市
ら
ず
は
八
幡
外
へ
に
じ
ら
じ
L

い
放
ち
、

妹
雲
井
も
「
お
な
し
身
の
か
く
ご
し
を
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
『
甲
陽
軍
鑑
今
様
姿
」
の
場
合
と
向
様
に
命
懸
け
で
「
説
得
L



す
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
り
、

そ
の
説
得
の
内
容
も
「
帰
国
L

の
勧
め
と
同
様
で
あ
る
。

ま
た
、
『
東
山
殿
室
町
合
戦
』
(
享
保
七
年
十
一
月
一
日

一
段
目
切
で
は
、
先
の
二
例
の
趣
向
を
も
う
少
し
捻
っ
た
展
開
と
な
っ
て
い

る
。
将
軍
足
利
義
政
公
の
御
舎
弟
義
尋
上
人
が
庵
室
に
居
る
と
こ
ろ
、
将
軍
の
使
者
と
し
て
竹
原
八
郎
範
勝
が
訪
れ
、
義
政
公
が
義
尋
上

人
に
家
督
相
続
を
す
る
よ
う
に
と
の
旨
を
伝
え
る
。
こ
れ
に
対
し
上
人
は
断
る
と
、
竹
原
は
是
非
に
と
執
措
に
「
説
得
」
を
続
け
る
。
上

人
は
「
今
生
の
対
面
是
迄
」
と
言
葉
を
放
ち
奥
に
行
こ
う
と
す
る
と
、
竹
原
は
上
人
の
真
意
を
確
か
め
る
為
の
謀
で
あ
っ
た
と
打
ち
明
け

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

一
段
目
口
で
、
義
尋
上
人
に
下
心
有
り
と
悪
人
方
に
議
告
白
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
の
仕
頼
み
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
家
督
相
続
の
意
志
が
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
い
う
寝
間
が
付
加
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
竹
原
が
真
意
を
明
か
す
迄
は
全
く
同
様
の

趣
向
で
あ
る
と
言
え
る
。

も
う
一
例
、
『
日
本
傾
城
始
』
(
享
保
五
年
七
月
二
十
一
日
)

四
段
目
切
の
場
合
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
播
州
斑
鳩
の
領
主
構
左
衛
門

尉
光
国
の
娘
敷
津
前
に
は
顕
基
の
中
納
言
が
饗
君
に
定
ま
り
、
関
譲
り
も
決
定
し
た
。
そ
の
後
諸
事
件
を
経
て
、

四
段
目
切
で
は
顕
基
と
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敷
津
前
は
出
家
し
、
室
積
の
山
里
の
庵
室
に
着
き
、
庵
の
主
の
老
女
か
ら
憎
り
を
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
老
女
は
桧
詔
一
の
掘
の
州
単
一
隅
で

あ
り
、
顕
基
の
迷
い
を
晴
ら
そ
う
と
現
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
老
女
は
、
善
悪
一
一
つ
な
き
と
き
は
仏
も
凡
夫
も
な
く
、

ま
た
家
を
出
る
も

国
に
帰
る
も
同
じ
事
と
諭
す
。
こ
れ
に
よ
り
顕
基
と
敷
津
前
は
仏
縁
の
告
げ
と
感
じ
入
り
、
「
帰
国
L

す
る
こ
と
に
な
る
。
次
の
五
段
目
で

は
悪
人
を
処
罰
し
、
家
督
を
無
事
に
相
続
す
る
展
開
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
設
昌
切
で
は
、
悟
り
を
一
京
す
こ
と
に
よ
り
出
家
か
ら
還
俗

す
る
と
い
う
道
筋
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も

の
一
方
法
と
見
な
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
以
上
の
四
例
に
つ
い
て
纏
め
れ
ば
、

高
貴
な
人
物
が
遁
世
し
「
庵
室
」
に
居
る
所
、
本
来
あ
る
べ
き
立
場
に
回
帰
す
る
よ
う
に

す
る
と
い
う
趣
向
と
言
え
る
。

J
説
得
L

と
い
う
点
に
注
自
す
れ
ば
、
『
義
経
新
高
舘
い
(
享
保
四
年
正
月
二
十
日
)
二
段
目
口
の
場
合
も
指
摘
で
き
る
。
和
泉
の
一
…
…
郎
忠
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紀
海
点
目
の
「
場
し
と
趣
向

平
は
庵
を
結
ん
で
親
秀
平
の

の
喪
に
服
し
て
い
た
。
そ
こ
に
妻
花
ま
き
が
狼
狽
の
態
で
駆
け
入
り
、
鎌
倉
殿
よ
り
近
日
中
に
大
軍
の

討
手
が
来
る
と
知
ら
せ
る
。
軍
評
定
の
場
に
一
一
一
郎
が
い
な
い
の
は
臆
病
風
を
引
き
こ
ん
だ
と
の
当
て
言
を
聞
き
、
悔
し
さ
の
あ
ま
り
に
駆

け
付
け
た
の
で
あ
っ
た
。
花
ま
き
は
臆
病
者
と
言
わ
れ
て
は
亡
き
親
に
も
済
ま
な
い
と
、
喪
を
破
り
来
て
く
れ
る
よ
う
に
「
説
得
」
す
る
。

し
か
し
一
一
一
郎
は
棺
手
に
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
庵
近
く
で
落
人
ら
の
騒
動
を
目
の
当
た
り
に
し
、
花
ま
き
の
知
ら
せ
を
事
実
と
情
っ
た
一
ニ

郎
は
急
ぎ
高
舘
へ
向
か
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
遁
世
か
ら
還
俗
へ
と
い
う
趣
向
で
は
な
い
が
、
「
産
室
」
で
の

J
説
得
L

と
い
う
方
法
は

踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
日
本
候
城
始
』
で
は
老
女
が
桧
垣
の
躍
の
幽
霊
と
し
て
現
れ
た
。
こ
れ
と
同
様
に
『
一
ニ
輪
丹
前
能
』
四
段
目
中
で
は
、
女

は
三
輪
開
明
神
と
し
て
登
場
す
る
。
ま
た
、
「
八
幡
太
郎
東
初
梅
』
(
事
保
元
年
正
月
〈
推
定
〉
)

石
』
(
享
保
十
六
年
九
月
三
十
日
以
前
〈
推
定
〉
)

四
段
目
中
で
は
翁
蝿
は
鶴
と
な
り
、
『
殺
生

一
段
目
跡
で
も
「
瓜
二
つ
」
の
中
富
(
一
方
は
妖
怪
変
化
)

が
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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こ
の
「
瓜
二
つ
」
の
女
が
現
れ
る
と
い
う
の
は
『
新
百
人
一
言
』
(
正
徳
五
年
秋
頃
〈
推
定
〉
)

四
段
目
口
・
切
に
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
注
日

で
は
夢
の
出
来
事
と
し
て
仕
組
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
四
段
目
と
い
う
「
段
の
性
質
L

か
ら
展
開
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

参
考
ま
で
に
指
摘
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

ま
た
、
『
小
野
小
町
都
年
玉
』
(
正
措
四
年
五
月
七
日
以
前
〈
推
定
〉
)
一
段
目
中
で
は
「
宿
を
措
り
る
L

と
い
う
趣
向
が
展
開
さ
れ
、
「
八

幡
太
郎
東
初
梅
』
四
段
目
中
で
も
同
様
に
「
宿
を
借
り
る
」
と
い
う
設
定
が
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
用
例
が
こ
例
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
も

「場
L

と
趣
向
の
関
連
の
可
能
性
を
抱
擁
す
る
に
止
め
た
い
。

で
は
、
近
松
の
場
合
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
近
松
が
時
代
物
で

可
三
世
相
』
一
一
段
自
切
、
『
主
馬
判
官
盛
久
』
一
二
段
目
切
、
『
津
戸
三
郎
』
四
段
目
切
、
『
大
覚
大
僧
正
御
伝
記
』
一
二
段
自
切
・
四
段
目
口
、

を
「
場
L

に
設
定
し
た
も
の
は
、
『
世
継
曽
我
』
匝
段
目
跡
、



『
せ
み
丸
』
四
段
目
切
、
吋
大
磯
虎
稚
物
語
』
一
一
段
目
切
・
一
ニ
段
目
口
・
四
段
自
口
、
『
本
朝
用
文
章
』
閉
段
目
口
、
之
本
領
曽
我
』
五
段
自

切
、
「
け
い
せ
い
反
魂
香
』
上
之
巻
切
・
下
之
巻
、
『
酒
呑
点
息
子
枕
言
葉
」
二
段
目
切
、
吋
兼
好
法
師
物
見
車
」
中
之
巻
切
、
『
大
職
冠
』
一
ニ

段
目
口
、
『
環
静
胎
内
摺
』
一
一
段
百
切
、
『
天
神
記
』
四
段
目
切
、
『
蛾
歌
か
る
た
』
四
段
日
中
、
『
因
性
爺
後
日
合
戦
』
二
段
目
口
、
『
聖
徳

太
子
給
伝
記
』
五
段
目
口
、
『
傾
城
島
原
蛙
合
戦
』
一
一
一
段
目
切
、
『
津
田
女
夫
池
』
四
段
目
口
、
吋
…
…
情
州
川
中
島
合
戦
』
二
段
巨
口
の
都
合
二

注
日

十
一
作
品
、
二
十
五
箇
所
あ
る
。
こ
の
中
で
一
段
目
に
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
二
段
呂
は
六
箇
所
、
一
二
段
目
は
五
箇
所
、
四
段

自
は
九
箇
所
、
五
段
目
は
こ
箇
所
、
上
之
巻
一
箇
所
、
中
之
巻
一
笛
所
、
下
之
巻
一
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。
近
松
作
品
の
場
合
は
、
「
庵
室
」

の
場
を
一
一
段
邑
に
設
定
す
る
こ
と
が
な
い
点
で
海
音
と
異
な
る
。
逆
に
、
海
音
が
設
定
し
な
か
っ
た
三
段
目
に
近
松
は
仕
組
ん
で
い
る
。

更
に
言
え
ば
、

三
段
目
切
に
も
一
ニ
箇
所
に
設
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
但
し
、

四
段
自
の
設
定
数
が
最
も
多
い
点
に
つ
い
て
は
両
者
と
も

共
通
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
こ
の
中
で
近
松
は
海
音
の
腎
徴
と
し
て
挙
げ
た
「
説
得
L

の
趣
向
を
こ
作
品
二
箇
所
で
利
用
し
て
い
る
。

一
つ
は
「
持
国
女
夫
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池
』
四
段
目
口
の
場
合
で
あ
る
。
源
義
輝
公
の
弟
義
昭
は
出
家
し
て
慶
覚
と
名
乗
り
庵
室
に
暮
ら
し
て
い
た
。
そ
こ
に
海
上
太
部
兼
盛
の

案
内
で
浅
川
左
京
太
夫
藤
孝
、
御
台
所
、
若
君
ら
を
連
れ
て
訪
れ
る
。
海
上
太
郎
は
慶
覚
に
還
仲
間
し
三
好
太
郎
を
討
つ
よ
う
に

J
説
得
L

す
る
。
慶
覚
は
還
俗
を
拒
否
す
る
と
、
海
上
太
郎
は
「
御
返
答
を
し
ゃ
う
じ
の
さ
か
ひ
と
一
心
を
す
へ
た
る
男
。
実
正
詞
に
ち
が
ひ
は
な

い
か
O

L

と
詰
め
寄
る
。
後
、
慶
覚
は
還
俗
の
決
意
に
至
る
。
こ
こ
で
は
海
音
と
同
様
に
将
に
命
懸
け
の
「
説
得
し
の
趣
向
と
な
っ
て
い
る
。

も
う
一
つ
は
吋
信
州
川
中
島
合
戦
』
二
段
目
口
で
仕
組
ま
れ
て
い
る
。
山
本
勘
介
が
信
濃
山
中
に
罷
棲
す
る
所
、
武
田
信
玄
が
勘
介
を
箪

師
に
頼
も
う
と
庵
室
を
訪
ね
て
来
る
。
勘
介
の
母
が
そ
れ
に
応
対
す
る
。
信
玄
は
礼
儀
を
尽
く
し
箪
舗
と
な
っ
て
貰
う
よ
う
に

J
祝
得
」

す
る
も
母
に
拒
否
さ
れ
る
。
そ
れ
に
も
怯
む
こ
と
な
く
信
玄
は
「
主
従
し
て
い
の
け
い
や
く
い
た
さ
ぬ
其
内
は
。
信
玄
が
か
ば
ね
を
此
山
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紀
海
立
自
の
「
場
L

と
趣
向

に
う
づ
む
計
ぞ
」
と
更
に
「
説
得
」
を
続
け
る
。
こ
の
後
、
勘
介
が
留
守
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
が
、
勘
介
が
軍
部
と
な
る
こ
と
を

母
が
約
束
す
る
と
い
う
展
開
と
な
る
。
こ
こ
で
は
勘
介
が
出
家
か
ら
還
俗
す
る
と
い
う
設
定
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
庵
室
に
隠
棲

す
る
人
物
を
そ
こ
か
ら
浮
世
に
回
帰
さ
せ
る
と
い
う
筋
は
同
様
の
も
の
と
見
な
さ
れ
よ
う
。
結
局
、
必
死
の
決
意
を
以
っ
て
寸
説
得
L

す

る
と
い
う
趣
向
は
こ
の
両
作
品
に
共
通
し
た
も
の
で
あ
り
、
海
音
の
趣
向
と
同
様
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
回
出
み
に
吋
津
毘
女
夫
池
』
、

司
信
州
川
中
島
合
戦
』
は
享
保
六
年
二
月
と
同
年
八
月
、
竹
本
座
の
初
演
で
あ
る
。
海
音
の

の
趣
向
を
持
つ
作
品
は
『
東
山
殿
室

町
合
戦
』
(
享
保
七
年
十
一
月
一
日
)

を
除
け
ば
、
全
て
近
松
の
二
作
品
に
先
行
し
て
い
る
。
こ
の
事
か
ら
考
え
れ
ば
、
近
松
の
「
庵
室
」

の
趣
向
は
海
音
か
ら
何
ら
か
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
も
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
松
の
「
説
得
」

の
趣
向
は
数
か
ら

見
れ
ば
僅
か
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば
海
音
の
方
法
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

の
側
か
ら
見
れ
ば
、
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「
説
得
」

の
趣
向
は
海
青
の
特
徴
的
方
法
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
海
音
の
「
庵
室
L

の
場
を
表
に
纏
め
て
み
た
い
。

r笠宮 『 π百
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『
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吋
東
山
殿
室
町
合
戦
』

切

説
得

以
上
見
て
き
た
様
に

の
場
で
は
何
ら
か
の
「
説
得
」
が
展
開
さ
れ
る
と
い
う
趣
向
が
多
く
仕
組
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
展
開

の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
単
な
る
繰
り
返
し
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
れ
な
り
に
変
化
を
求
め
よ
う
と
す

の
姿
勢
も
見
て

と
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
街
道
」

の
場
と
趣
向

次
に
「
倍
道
」
の
場
に
つ
い
て
考
察
し
た
い

「
場
」
が
「
簡
道
L

に
設
定
さ
れ
た
も
の
を
挙
げ
る
と
、
「
熊
坂
』

段
自
白

『
じ
包
竹
口
γ
A

ム
ロ
阿
川
判

4
』
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は
一
段
物
)
、
『
末
贋
十
二
段
』
二
段
自
切
、
『
山
桝
太
夫
恋
慕
湊
』

一
段
目
口
、
『
甲
揚
軍
鑑
今
様
姿
』
二
段
目
中
、
「
大
友
皇
子
玉
盛
靴
い

一
段
目
切
、
『
坂
上
田
村
麿
』
二
段
弓
切
の
六
作
品
、
六
個
所
と
な
る
o

「
信
道
L

が
「
場
」
と
し
て
設
定
さ
れ
る
場
合
、

ほ
ぽ
一
段
目
乃

至
二
段
目
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

さ
て
吋
山
桝
太
夫
恋
慕
湊
』
(
正
徳
元
年
十
月
前
後
〈
推
定
〉

一
段
目
口
で
は
、
奥
州
五
十
四
郡
の
太
守
岩
木
判
官
政
氏
が
家
臣
菊
田

民
部
ら
を
供
に
、
京
へ
参
勤
に
向
か
う
。
行
列
を
進
め
る
所
、
梅
津
の
宰
相
の
一
行
と
出
会
う
。
梅
津
の
宰
相
は
勅
鎮
の
役
目
の
途
中
で

あ
り
、
政
氏
は
下
馬
を
求
め
ら
れ
る
。
政
氏
は
民
部
に
下
馬
を
勧
め
ら
れ
る
が
、
梅
津
の
宰
相
に
意
趣
遺
慢
が
あ
る
た
め
「
乗
り
打
ち
L

に
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
時
、
梅
津
の
宰
相
は
乗
り
打
ち
に
対
し
皮
肉
を
込
め
て
「
非
礼
を
静
め
る
L

。
民
部
は
蒋
便
に
済
ま
せ
た
く
、
様
々

に
取
り
繕
う
が
全
く
無
駄
で
あ
っ
た
。
後
の
一
事
件
の
発
端
と
な
る
場
面
で
あ
る
。

北
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紀
海
立
回
の
「
場
」
と
趣
向

こ
の
「
乗
り
打
ち
」
の
趣
向
は
、
展
開
が
全
く
異
な
る
も
の
の
「
甲
陽
軍
鑑
今
様
姿
』
二
段
目
中
に
も
仕
組
ま
れ
て
い
る
。
山
本
勘
人
パ

は
武
田
家
に
仕
え
る
た
め
初
登
城
の
途
次
、
勘
介
一
行
の
前
を
小
長
万
を
振
り
回
し
裸
背
馬
に
乗
る
女
が
通
り
過
ぎ
よ
う
と
す
る
。
勘
介

の
供
中
期
十
八
は
「
非
礼
を
必
ロ
め
L

下
馬
す
る
よ
う

い
付
け
る
が
、
女
は
馬
に
鞭
を
入
れ
駆
け
去
る
。
策
八
が
呆
気
に
取
ら
れ
る
所
、
続

い
て
ま
た
長
刀
を
携
え
た
女
が

に
乗
り
駆
け
来
る
。
軍
八
は
「
乗
り
打
ち
」
の
「
非
礼
を
答
め
L

馬
を
止
め
よ
う
と
す
る
が
、
女
は
急

一
鞭
打
っ
て
駆
け
去
る
。
更
に
も
う
一
人
の
女
が
現
れ
る
と
、
軍
八
は
も
う
構
わ
ぬ
と
女
を
通
す
。
立
て
続
け

ぎ
の
用
が
あ
る
と
一
言
い
、

に
三
人
の
女
の
「
乗
り
打
ち
L

を
目
の
当
た
り
に
し
た
勘
介
は
、
御
家
中
の
異
変
を
察
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
「
山
桝
太
夫
恋
慕
湊
b

と
は
趣
き
を
異
に
し
、
後
の
展
開
へ
の
影
響
も
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
「
街
道
し
と
い
う
「
場
」
で

っ
乗
り
打
ち
L

と
そ
の
「
非
礼
を
後
め
る
L

趣
向
が
仕
組
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
非
礼
を
必
口
め
る
」
趣
向
に
注
目
し
て
み
る
と
、
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『
大
友
皇
子
玉
座
靴
』
(
事
保
七
年
正
月
二
日
)

一
段
目
切
の
「
街
道
L

の
場
で
仕
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

い
ま
だ
皇
位
が
定
ま
ら
な
い
。
大
友
皇
子
と
弟
天
浮
主
君
と
の
聞
に
皇
位
を

廻
る
対
立
が
表
面
化
す
る
所
、
天
淳
君
は
多
病
を
理
告
に
仏
道
に
入
る
と
申
し
出
る
。
そ
の
事
件
を
背
景
に
一
段
自
切
で
は
、
大
悪
不
道

可
大
友
皇
子
玉
座
靴
』
で
は
、
天
智
天
皇
崩
御
し
て
三
年
、

犠
も
無
く
通
り
過
ぎ
た
事
を
答
め
、
立
ち
帰
っ
て

の
大
友
王
子
が
天
智
天
皇
の
形
見
の
靴
を
葬
り
に
山
科
へ
行
く
所
、
折
能
…
が
天
淳
王
君
の
馬
の
口
を
取
り
行
き
過
ぎ
る
。
大
友
王
子
は
札

い
つ
く
ば
え
と
命
じ
る
。
更
に
折
熊
の
引
く
馬
を
引
き
渡
せ
と
責
め
ら
れ
、
遂
に
争

い
と
な
る
。
こ
こ
で
は
「
乗
り
打
ち
し
と
い
う
仕
組
み
で
は
な
い
が
、
「
街
道
」
で
二
者
が
避
遁
し
、

一
方
の
非
礼
の
仕
打
ち
を
答
め
立
て

す
る
と
い
う
点
が
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
馬
」
を
時
(
広
場
さ
せ
る
点
も
共
通
し
て
い
る

ょ
う
か
。

ま
た
、
っ
街
道
」
の
場
で
は
「
名
乗
り
L

の
趣
向
も
指
摘
で
き
る
。
『
熊
坂
』
(
宝
永
七
年
四
月
四
日
以
前
)

秀
衡
に
呼
ば
れ
奥
州
へ
趣
く
途
中
、
近
江
路
鏡
の
宿
の
夜
道
で
瀕
死
の
女
性
と
出
会
う
。
月
明
か
り
が
射
す
と
そ
れ
が
母
と
乳
母
の
小
萩

一
段
目
口
で
は
、
牛
若
丸
が



で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。
日
米
れ
来
て
て
い
る
所
、

刀
に
血
糊
を
滴
ら
せ
た
男
が
現
れ
る
。
牛
若
丸
は
そ
の
男
こ
そ
母
の
敵
と
思
い
込
み
斬

り
付
け
る
が
、
誤
解
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
折
、
男
の
言
葉
の
端
か
ら
源
氏
の
所
縁
と
推
察
し
た
牛
若
丸
は
素
性
を
問
う
。

男
は
容
易
く
名
乗
ら
な
い
た
め
、
牛
若
丸
が
先
に
「
名
乗
る
L

。
す
る
と
男
は
相
伝
の
主
に
廻
り
会
っ
た
と
喜
び
、
今
度
は
牛
若
丸
に
自
ら

「
名
乗
る
L

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

同
じ
く
牛
若
丸
の
登
場
す
る
『
米
贋
十
二
段
』
(
正
徳
五
年
顔
見
世
〈
推
定
〉
)
二
段
目
切
の
場
合
も
河
様
に
、
「
名
乗
り
」
の
場
面
が
克

ら
れ
る
。
牛
若
丸
が
金
売
吉
次
に
誘
わ
れ
奥
州
へ
向
か
う
途
中
、
宿
は
令
す
れ
で
供
養
が
行
な
わ
れ
て
い
る
所
に
通
り
掛
る
。
里
人
に
訳
を

尋
ね
る
と
女
性
が
殺
さ
れ
た
も
の
と
知
る
。
し
か
し
牛
若
丸
が
そ
の
女
性
の
小
袖
を
見
せ
ら
れ
た
時
、

の
も
の
と
解
る
。
牛
若
丸
は
母

が
殺
さ
れ
た
も
の
と
思
い
込
み
、
嘆
き
悲
し
み
自
ら
の
素
性
を
「
名
乗
L

り
、
塚
を
掘
り
返
し
対
面
さ
せ
て
く
れ
と
叫
ぶ
。
法
師
は
盗
賊

が
出
る
か
ら
急
い
で
去
る
よ
う
に
忠
告
す
る
が
、
牛
若
丸
は
開
き
入
れ
ず
敵
を
討
と
う
と
塚
の
後
ろ
に
隠
れ
る
。
夜
が
更
け
る
と
長
範
ら

海
賊
が
現
れ
戦
い
と
な
る
。
牛
若
丸
が
長
範
を
組
み
止
め
た
時
、
長
範
が
常
盤
、
そ
呼
び
出
し
牛
若
丸
と
母
子
対
面
と
な
る
。
牛
若
丸
は
長
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範
に
素
性
を
明
か
す
よ
う
に
求
め
る
と
、
長
範
は
自
分
が
源
氏
所
縁
の
家
臣
と
「
名
乗
」
り
、
塚
に
埋
め
ら
れ
た
身
替
り
は
娘
千
里
と
打

ち
明
け
る
。
こ
こ
で
は
、
牛
若
丸
の
「
名
乗
り
」
と
長
範
の
「
名
乗
り
」
と
の
間
に
は
応
答
性
は
な
い
。
時
差
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
か
ら
み
れ
ば
『
熊
坂
』

の
場
合
と
笠
(
な
り
、
単
に
『
熊
坂
』
の
趣
向
を
踏
襲
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
と
も

主
従
の
関
係
を
発
見
す
る
趣
向
と
し
て
「
名
乗
L

っ
て
素
性
を
明
か
す
と
い
う
麗
聞
を
仕
組
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

又
は
享
保
六
年
顔
見
世
〈
推
定
〉
)

と
こ
ろ
で
、
『
坂
上
田
村
麿
』
(
享
保
七
年
顔
見
世
、

一
段
目
切
で
は
、
主
従
の
関
係
に
於
け
る
も
の

と
は
異
な
る
「
名
乗
り
L

の
趣
向
が
指
摘
で
き
る
。
将
箪
坂
上
田
村
丸
は
凶
賊
悪
路
王
を
退
治
す
る
た
め
、
大
国
元
年
小
春
月
吉
祥
日
を

ト
定
し
出
陣
す
る
。
山
科
に
着
く
と
日
も
高
い
時
期
に
も
拘
ら
ず
突
然
闇
夜
と
変
わ
る
。
そ
こ
に
白
髪
の
老
翁
が
現
れ
、
東
国
の
城
跡
戦

北
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紀
海
点
目
の
「
場
し
と
趣
向

場
を
写
し
た
一
巻
を
田
村
丸
に
与
え
、
更
に
軍
配
の
奥
義
を
語
る
。
一
訪
問
り
終
わ
る
と
田
村
丸
は
老
裁
に
素
性
を
明
か
す
よ
う
に
求
め
る
。

老
翁
が
「
名
乗
」
り
終
る
と
た
ち
ま
ち
姿
を
消
す
。
同
時
に
空
も
明
る
さ
を
取
り
戻
す
。
田
村
丸
は
老
翁
を
観
音
の
化
身
と
患
い
歪
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
以
上
、
『
熊
坂
』
『
末
唐
十
二
段
』
『
坂
上
田
村
麿
』
の
場
合
は
、
「
名
乗
L

っ
て
素
性
を
明
か
す
と
い
う
展
開
が
共
通
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
近
松
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
「
街
道
」
の
場
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
は
『
今
川
了
俊
』
三
段
自
口
・
切
、
『
大
磯
虎
稚
物

垣
間
』
一
二
段
臼
切
、
『
吉
野
忠
告
h

一
二
段
目
切
、
『
本
朝
用
文
章
』
五
段
目
口
、
『

B
本
西
王
母
b

二
段
目
切
、
『
曽
我
虎
が
磨
』
上
之
巻
中
、

『
曽
我
会
稽
山
』
二
段
司
切
の
都
合
七
作
品
、

八
笛
所
と
な
っ
て
い
る
。
一
一
一
段
目
切
が
一
二
箇
所
に
設
定
さ
れ
て
い
る
点
、
海
音
の
場
合
と
は

特
に
違
い
が
諜
立
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

さ
て
、
注
日

て
い
る
。
曽
我
五
郎
が
北
条
時
政
を
烏
帽
子
親
に
頼
む
。
元
服
し
、
時
政
に
借
り
た
行
列
を
仕
立
て
て
母
の
許
に
向
か
う
。
途
中
女
乗
物

と
行
き
合
う
所
、
血
気
の
徒
主
若
党
が
そ
の
乗
物
に
狼
認
相
す
る
。
乗
物
か
ら
落
ち
た
老
女
は
五
郎
の
母
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
母
は
、
「
乗
う

の
仕
組
ん
だ
「
乗
り
打
ち
」
の
趣
向
は
近
松
の
「
曽
我
虎
が
磨
』
(
正
徳
元
年
正
月
以
前
)
よ
之
巻
中
の
一
館
所
に
扱
わ
れ
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ち
せ
ら
れ
恥
辱
う
け
し
と
い
は
れ
て
は
し
〉
た
る
人
迄
か
ば
ね
の
恥
L

と
し
て
相
手
の
名
を
聞
き
届
け
よ
と
鬼
王
団
三
郎
に
命
じ
る
。
鬼

王
兄
弟
は
五
郎
に
頼
ま
れ
そ
の
場
を
取
り
成
す
が
、
勘
当
の
許
し
は
望
め
な
く
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
海
音
の
場
合
で
は

扱
わ
れ
な
か
っ
た
親
子
間
で
起
こ
る
「
乗
り
打
ち
L

の
趣
向
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
先
に
記
し
た
様
に
近
松
は
こ
の
趣
向
を
「
街
道
」

の
場
で
は
一
度
し
か
仕
組
ん
で
い
な
い
。
近
松
の
「
場
」
と
趣
向
と
の
関
係
は
、
海
音
の
そ
れ
と
比
較
し
て
特
に
強
い
と
は
一
言
え
な
い
よ

う
で
あ
る
。
逆
に
海
音
の
関
係
が
特
徴
的
・
個
性
的
な
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
「
街
道
」
の
場
の
趣
向
も
表
に
し
て
纏
め
て
お
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こ
れ
ま
で
「
部
L

、
「
庵
室
L

、
「
街
道
」

の
一
ニ
つ
の
「
場
」
と
趣
向
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
こ
の
他
に
も
、
例
え
ば
「
小

屋
L

の
場
で
展
開
さ
れ
る
「
自
ら
身
を
売
る
し
趣
向
な
ど
も
指
摘
で
き
る
。
コ
一
…
輪
丹
前
能
』
一
二
設
臼
口
で
は
、
旅
路
に
踏
み
迷
っ
た
若
草

姫
と
供
の
雲
井
が
行
き
倒
れ
、
情
に
小
屋
へ
連
れ
ら
れ
る
。
後
に
悪
人
の
四
六
兵
衛
と
だ
ら
八
パ
が
傾
城
屋
ら
く
や
の
与
次
を
連
れ
て
登
場

し
、
若
草
姫
ら
を
首
両
で
売
る
相
談
を
纏
め
る
。
若
草
姫
は
凄
ま
れ
る
と
自
ら
の
素
性
を
名
乗
る
。
す
る
と
四
六
兵
傷
、

だ
ら
人
パ
は
、
女

部
に
売
ら
ぬ
代
わ
り
に
高
虎
の
許
に
連
れ
出
す
と
告
げ
る
。
悪
人
高
虎
の
高
札
に
若
草
姫
を
尋
ね
出
せ
ば
吉
両
の
一
一
袋
美
が
受
け
取
れ
る
と

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
雲
井
は
思
案
の
上
、
傾
城
に
つ
告
ら
身
を
売
る
」
こ
と
を
申
し
出
て
、
助
命
を
依
頼
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
吋
坂
上
田
村
麿
」
三
段
司
口
で
は
、
足
の
不
自
由
な
夫
さ
ぶ
と
妻
き
ぬ
た
は
、
百
指
と
い
う
大
金
を
貯
め
る
た
め
に
精
を
出
し
て
働

北
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紀
海
立
日
の
「
場
L

と
趣
向

い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
さ
ぶ
は
金
の
工
罰
が
で
き
た
と
妻
に
言
い
、
妻
が
喜
ぶ
所
に
侍
が
訪
ね
て
来
る
。
そ
し
て
吉
再
を
渡
し
さ
ぶ
を
連

れ
立
と
う
と
す
る
。
不
審
に
思
っ
た
妻
が
訳
を
尋
ね
る
と
、

さ
ぶ
は
「
自
ら
身
を
売
」
り
、
今
宵
斬
ら
れ
る
命
と
告
白
す
る
。
後
に
こ
の

金
が
旧
主
宇
都
宮
の
神
主
氏
春
の
娘
み
さ
ほ
を
、
廓
か
ら
請
け
出
し
て
助
け
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
は

「
身
替
り
し
の
趣
向
の
変
形
と
も
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
「
身
替
り
」
を
「
身
を
売
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
さ
せ
て
い
る
の
で

あ
る
。
両
者
の
畏
開
は
甚
だ
異
な
る
が
、
「
自
ら
身
を
売
る
し
趣
向
に
み
す
ぼ
ら
し
い
「
小
屋
」
を
設
定
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
但
し
、
用
例
数
が
二
例
で
あ
り
、
両
者
と
も
「
一
一
一
段
目
口
L

と
い
う
同
一
の
位
置
に
配
さ
れ
て
い
る
事
は
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
は
、

一
輪
丹
前
能
』
(
亭
保
六
年
正
月
二
十
日
)
と
『
坂
上
田
村
置
』
(
享
保
七
年
顔
見
世
、

又
は
事
保
六
年
顔
見
世
〈
推
定
〉
)
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の
上
演
年
次
の
近
接
と
い
う
点
を
考
題
す
れ
ば
、
前
作
の
踏
襲
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
踏
襲

と
は
一
言
え
、
必
ず
し
も
「
場
L

を
同
一
に
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
同
一
の
「
場
」
を
選
択
し
た
事
は
、

や
は
り
趣
向
と
の
関
係
も
考
麗
す
べ
き
余
地
は
あ
ろ
う
。

以
上
、
全
て
の
「
場
L

が
趣
向
と
緊
密
に
結
び
付
く
と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、
幾
つ
か
の
特
定
の
「
場
L

に
関
し
て
は
、

そ
の
「
場
」

に
対
応
す
る
趣
向
が
仕
組
ま
れ
る
事
を
明
ら
か
に
し
た
。
「
段
」
と
っ
趣
向
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
浄
瑠
璃
の
総
体
的
な
把
握

に
は
有
効
な
方
法
で
あ
っ
た
が
、

一
方
で
各
作
者
の
個
性
の
問
題
を
捉
え
る
視
点
も
必
要
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
考
察
し
た
「
場
」
と
「
趣

向
」
の
問
題
は
、
各
作
者
の
個
々
の
観
作
方
法
を
、
更
に
言
え
ば
作
者
の
個
性
・
独
自
性
を
導
き
出
す
一
つ
の
可
能
性
を
持
つ
も
の
と
考

〉
ス
ヲ
令
。

注

一
般
的
に
「
場
L

と
一
一
一
一
口
う
時
、
「
ア
ク
リ
L

の
よ
う
な
曲
節
で
太
夫
交
替
が
行
わ
れ
る
一
纏
り
の
単
位
を
指
す
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
「
三
重
L

の
曲
節
で



舞
台
転
換
さ
れ
る
単
位
を
小
段
と
呼
ぶ
事
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
そ
の
小
段
が
展
開
さ
れ
る
「
場
所
」
の
窓
で
「
場
L

と
呼
ぶ
事
に
し
た

、L
V

設
2

こ
こ
で
は
便
宜
的
に
「
作
者
の
仕
組
ん
だ
類
淑
的
な
素
材
・
構
想
」
と
い
う
広
い
範
留
を
含
め
た
意
味
で
「
趣
向
L

と
呼
ぶ
事
に
し
た
い
。

注
3

以
後
、
初
演
年
次
は
『
義
太
夫
年
表
』
近
股
篤
に
よ
る
。

注
4

も
う
一
つ
の
場
合
と
し
て
、
…
言
わ
ば
複
合
作
用
(
例
え
ば
、
一
つ
の
「
趣
向
」
が
決
定
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
「
場
し
が
選
択
さ
れ
、
そ
の
「
場
L

に
よ
っ

て
別
の
「
趣
向
」
が
仕
組
ま
れ
る
等
の
場
合
)
に
よ
る
成
立
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

注
5

「場
L

の
種
類
そ
纏
め
る
に
当
っ
て
『
浄
域
璃
作
品
要
説
〈
2
〉
紀
海
立
自
篤
』
(
昭
和
幻
年
3
月
・
自
立
劇
場
芸
能
調
査
室
)
を
参
考
に
し
た
。

注
6

「
道
行
L

は
、
他
の
磁
的
展
開
を
担
う
場
面
と
は
性
質
を
異
に
し
て
い
る
為
、
こ
こ
で
は
除
外
し
た
。

注
7

「
殺
害
」
は
実
際
に
は
廓
で
は
な
く
、
廓
か
ら
出
て
行
っ
た
所
で
あ
り
、
厳
密
に
は
「
場
」
を
異
に
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
「
三
重
一
」
で
の
舞
台

転
換
は
な
く
、
「
ヲ
ク
リ
」
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
同
一
の
「
場
L

で
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
依
っ
て
「
廓
L

の
場
の
趣
向
と

し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。

注
8

こ
こ
で
は
「
身
請
け
し
の
証
文
句
文
L
)

も
一
不
さ
れ
る
が
、
証
文
自
体
が
他
作
品
の
よ
う
に
重
要
な
要
件
と
し
て
取
り
沙
汰
さ
れ
る
事
は
な
い
。

注
9

『
団
一
鼠
曽
我
』
と
『
吉
岡
曽
我
』
は
該
当
箇
所
が
同
文
の
為
、
併
せ
て
一
箇
所
と
数
え
た
。

注
間
前
掲
堂
開
『
操
浄
瑠
璃
の
研
究
』
で
、
四
段
目
の
趣
向
と
し
て
「
幽
霊
、
夢
、
霊
験
・
怪
異
、
鬼
夜
、
怨
菜
、
妖
怪
変
化
L

等
を
挙
げ
て
い
る
。

注
目
『
主
潟
判
官
口
盛
久
』
と
ぷ
皿
久
ヘ
『
沼
呑
愛
子
枕
一
言
葉
』
と
『
傾
城
酒
呑
童
子
し
と
は
該
当
箇
所
が
陪
文
の
為
、
併
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
一
笛
所
と
数
え
た
。

設
ロ
「
街
道
し
に
類
似
す
る
「
道
中
L

の
場
は
こ
こ
で
は
取
扱
わ
な
い
こ
と
に
す
る
。
「
道
中
」
の
場
で
は
「
乗
り
打
ち
」
・
「
非
礼
の
答
め
L

の
趣
向
は
仕
組
ま

れ
て
お
ら
、
ず
、
「
街
道
」
の
み
に
設
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
海
立
日
は
「
送
中
し
と
「
街
道
し
の
区
別
を
意
識
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
因
み
に

「
道
中
」
の
場
を
列
挙
す
れ
ば
『
二
一
井
寺
院
帳
い
上
之
巻
口
、
『
本
務
主
液
中
殿
い
二
段
目
口
、
吋
玄
白
不
皇
帝
蓬
来
露
』
一
段
目
跡
、
『
傾
城
無
関
鐘
』
羽
段
目
切

の
白
筋
所
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

注
日
『
曽
我
虎
が
磨
』
の
上
演
年
次
が
叶
山
桝
太
夫
恋
慕
湊
』
(
正
徳
一
川
年
ト
月
前
後
〈
推
定
〉
)
に
近
接
す
る
と
考
え
れ
ば
、
海
音
が
近
松
の
趣
向
を
利
用
し
た

可
能
性
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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